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フロアـルコンポジットレジンの特徴を崞ַした湫䱸⥜䗁の䎢ָ׶
各メーؕーから様々な特徴を䭯אフロアブルコンポジットレジンが涪㡰されているが、臨床に
おいてはこれら材料の特徴を理鍑し、症例に合わせた材料を鼅䫛することが劄ましい。フィル
テックTM フィル アンド コア フロー コンポジットレジン プラスは、4चの硬化深度、重合収縮䘔⸂
の⡚減という特徴をもאため、♴鎸のような黝䘔症において活用できると考えられる。特に、重合
収縮䘔⸂は窩㠖に及רす䘔⸂であり、これを⡚減させた本製品の特徴は4mmまでの一括充填と
いう臨床の可能性を䎢־ることにאながるだ׹う。

また、品質٥効率の両面から屚洽を考えると、物性に加えて乼⡲性の良さも重要である。本製品ではこの度、シリンジ٥チップの何良が
行われ、䖞来品と嫰鯰して孡岘リスクװ䬃出し㖇が⡚減された。一度の充填ꆀが㢳くなる一括充填ではⰻ部に孡岘がⰅっていない
ことを然钠することがꨇしいが、孡岘のリスクを⡚減させた➙回の何良により、チؑアةイيの䒀ꞿを꣇ּことができると考えられる。
そこで、➙回は本製品の特徴を活かした高品質かא効率的な接着臨床を稱➜したいと䙼う。

Special Information

フィルテックTM フィル アンド コア フロー
コンポジットレジン プラスを崞用した䱸滠荅䎮
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一 過性の冷 水 痛を伴う �  。咬 合面に
㼭窩鄫彘歋来のう窩が钠められた。

フィルテックTM フィル アンド コア フロー 
コンポジットレジン プラスを一括充填し、
遭⵸に咬合面形態を鎸ꐮした修復酡⸔
器Ⱗを用いて、咬合面をⱄ植した。

遭後。感 染 歯 質 除 去 後 の 同 部 位 。スコッチ
ボンドT M ユニバーサル アドヒーシブで
接着処理した。

図1－1 図1－2 図1－3 図1－4

呎盖屚洽 後の �  に呎盖形䧭ドリルで
形䧭した。

残存歯質とリライエックスT M フ؋イバー
ポストにスコッチボンドTM ユニバーサル 
アドヒーシブを塗布、光照射後、フィル
テックTM フィル アンド コア フロー コン
ポジットレジン プラスを眠渿した。

光照射後、佄〴歯形䧭した。リライエックスTM フ؋イバーポストをリラ
イエックスT M ユニセ2 ي ؔートىックス
にて嗂立した。
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部ⴓ眠鸡٥フغ؎؋ーポストレジンコア



臼歯部充填におけるフィルテックTM フィル アンド コア フロー コンポジットレジン プラスを用いた症例

一過性の冷水痛を伴う ７。 外形線上の咬合接触部位はバットジョ
イント形態とし、それ 以 外の部位には
べベルを付与した。

外 形 線 上 に 3 5 ％ 正リン 酸 で セレ ク
ティブエッチングを行った。

フィルテックTM フィル アンド コア フロー 
コンポジットレジン プラスを一括充填
した。

エリパーTM ディープ キュア LED光重合器
にて20秒間光照射。

本製品の物性を加味した結果、コンポ
ジットレジン部にも咬合接触点を付与
した。

１ヶ月後の同部位。

レントゲン写真。

研磨して修復を終了した。

様々な被 着 体に接 着可 能 なスコッチ
ボンドT M ユニバーサル アドヒーシブを
たっぷりと塗布した。

３Ｍ、フィルテック、スコッチボンド、リライエックス 、エリパーは、３Ｍ社の商標です。
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図3-1～10に臼歯部充填にフィルテックT M フィル アンド コア 
フロー コンポジットレジン プラスを用いた症例を示す。患者さん
は一過性の冷水痛を主訴に来院した（図3-1）。診査の結果、 ７  
は咬合接触によりコンポジットレジンがチッピングし、そこから
う蝕が進行したと診断し、保険のコンポジットレジン修 復を
行った。咬合が安定しているため、歯質と充填物を出来るだけ
残 存させて感 染 歯 質を除去した。充 填部位は咬 合接 触 点に
かかっていたが、窩洞の深さは3mm程度であり（図3-2）、硬化した
コンポジットレジン、エナメル質、及び象牙質が接着処理面で
あることから、各種被着体に接着可能なスコッチボンドTM ユニ

バーサル アドヒーシブとフィルテックT M フィル アンド コア フロー 
コンポジットレジン プラスを用いて修復を行うこととした。なお、
一括充填を考慮した際に光がコンポジットレジンの深部まで到達
する特徴をより重視し、エリパーT M  ディープ キュア LED 光重合器
を使用した。図3-10に1ヶ月後の同部位を示す。フィルテックT M 
フィル アンド コア フロー コンポジットレジン プラスは4mm
一括充填が出来るために、透明性が高く、歯質の裏打ちの無い
箇所では暗くなることが考えられたが、本症例のように残存歯質
の色を拾うことの出来る部位においては、審 美的にも問題を
感じることは無く、良好な臨床経過が観察されている。

各種被着体に接着するボンディング材

● 窩底まで光が届きやすい照射器
● 深くまで硬化し重合収縮応力が少ない  
   コンポジットレジン

生活歯だが窩洞が深い（3mm）

咬合接触点が充填部位にかかる 咬合面にも使用可能なコンポジットレジン

充 填部位の接着処 理面が、エナメル質、
象牙質、硬化したコンポジットレジン

透明性の高いコンポジットレジン窩底における変色は見られず、マスキング
しなくても審美的な問題はおこりにくい

本症例のような窩洞が深い症例において
も、4mmまでの一括充 填を特 徴とする
フィルテックT M フィル アンド コア フロー 
コンポジットレジン プラスを使 用する
ことで、充填の回数を減らし、収縮の影響
を軽減できる、効率的で高品質な修復を
提供することが可能となった。このように、
高品質と効率性を両立させるためには、右表
に示すように、症例の所見に合わせて、
材料の特徴を活用することが重要である。

本症例の所見 使用した３Ｍ製品の特徴
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